様式第２号（第４条の２関係）　　　　　　　　　　

金沢市いきいき福祉バス借上費補助金認定申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和〇〇年〇〇月〇〇日
（宛先）金沢市長　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　〒920-8577

                                                団体所在地　金沢市広坂1丁目1番1号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名称　　広坂地区社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　会長　 金沢　太郎　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　〇〇　連絡先　〇〇〇－〇〇〇〇）
金沢市いきいき福祉バス借上費補助金の交付の対象となる事業である旨の認定を受けたいので、次のとおり申請します。

記
	１　補助事業名
	広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業
↑（団体名＋「いきいき福祉バス運行事業」）
（令和〇〇年〇〇月〇〇日実施予定）

	２　補助事業の目的

	１ 参加者の教養を高め、知識を深める事業
２ 参加者の健康保持を図り、生きがいを高める事業
３ 参加者の絆を深め、仲間意識を高揚する事業

	３　参加予定者

	　　50　人
（内訳）　会員（補助金交付申請をする団体の構成員）　　30　人
会員以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　人

	４　運行内容　　


	具体的にお書きください
（出発地）　　　　　〇〇公民館　　　　　　　　
　　　↓
　（目的地１）　　　　〇〇公園　　　　　　　　　
　　　↓
　（目的地２）　　　　〇〇美術館　　　　　　　　
　    ↓
　（目的地３）　　　　〇〇亭（昼食）　　　　　　
      ↓
　（目的地４）　　　　〇〇博物館　　　　　　　　
　    ↓
　（目的地５）　　　　〇〇センター　　　　　　　
↓ 
　（帰着地）　　　　　〇〇公民館　　　　　　　　


	５　バスの台数
	　大型バス1台




様式第３号（第５条関係）
令和○○年○○月○○日
（宛先）金沢市長
                                                      〒920-8577
団体所在地　　金沢市広坂１丁目１番１号
団体名称　　　広坂地区社会福祉協議会
代表者氏名　　会長　　金沢　太郎　　　　　
（担当者　○○　　連絡先　○○○－○○○○）
補助金交付申請書
　　金沢市いきいき福祉バス借上補助金交付の交付を、関係書類を添えて下記のとおり申請します。
1．補助年度　　　令和○○年度
2．補助事業名　　広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業
　　　　　　　　　↑（団体名＋「いきいき福祉バス運行事業」）
3．補助金申請額　　　６６，０００　円
4．補助事業の目的（〇をお付けください）
１ 参加者の教養を高め、知識を深める事業
２ 参加者の健康保持を図り、生きがいを高める事業
３ 参加者の絆を深め、仲間意識を高揚する事業
5．補助事業の経費配分（別紙１のとおり）
6．補助事業の実施日　　令和○○年○○月○○日
　　
7．補助事業の効果（別紙２のとおり）
　添付書類
　（別紙１）補助事業の経費の配分
　（別紙２）補助事業の効果
　（別紙３）収支決算書
（別紙４）事業結果報告書　
いきいき福祉バス借上領収書（写し）
写真

別紙１

補助事業の経費の配分
補助事業名：広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	項目
	事業費
	財源内訳

	
	
	金沢市補助金
	自己資金

	バス借上料及び
バスガイド料金※
	９８，５００
	６６，０００
	３２，５００

	その他費用

	０
	０
	０

	計
	９８，５００
	６６，０００
	３２，５００





補助金の額（バス１台あたり）　上限７０，０００円（１，０００円未満切り捨て）
　・借上料が４５，０００円以下の場合
補助額　　　　借上料　－　５，０００円（千円未満切り捨て）
　・借上料が４５，０００円を超える場合
基本補助額　　４０，０００円・・・①
　　　加算補助額　　４５，０００円を超える額の１／２・・・②（千円未満切り捨て）
※①＋②の上限は７０，０００円
　　※記載例の場合
基本補助額　　４０，０００円・・・①
　　　　加算補助額　　（９８，５００－４５，０００）×１／２（千円未満切り捨て）
　　　　＝２６，０００円・・・②
　　　　補助額　　　　①＋②＝６６，０００円（上限）
別紙２

補助事業の効果
補助事業名：広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業 
	補助事業を実施することによって得られた効果を具体的にお書きください。
記載例
　・事業を実施することで、広坂地区社会福祉協議会会員及び広坂地区からの参加者の教養を高め、知識を深めることができた。
　・事業を実施することで、広坂地区社会福祉協議会会員及び広坂地区からの参加者の健康保持を図り、生きがいづくりの機会となった。
　・事業を実施することで、広坂地区社会福祉協議会会員相互の絆を深め、仲間意識を高揚するとともに、広坂地区からの参加者との交流を行うことで、広坂地区の住民との仲間意識を醸成する機会となった。
　・事業を実施することで、広坂地区社会福祉協議会会員も広坂地区の一員（関係者）との自覚を促し、今後の日常生活の支援や見守りに関して情報の提供や協力を行える関係を築くことができた。
　・事業を実施することで、広坂地区社会福祉協議会会員も広坂地区の地域福祉の担い手であるとの自覚を持つことができた。



別紙３

収支決算書
補助事業名：広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業 
単位：円
	収入
	支出

	内訳
	金額
	内訳
	金額

	　団体負担金
	３２，５００
	バス借上料及び
バスガイド料金
	９８，５００

	　金沢市補助金
	６６，０００
	その他費用
	０

	計
	９８，５００
	計
	９８，５００



別紙４
事業結果報告書
補助事業名：広坂地区社会福祉協議会いきいき福祉バス運行事業  
１．   参加者　　　50　人
　　　（内訳）　会員（補助金交付申請をする団体の構成員）　　30　人
　　　　　　　　会員以外　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　人
2． 運行内容
	具体的にお書きください
　（出発地）　　　　○○公民館　　　　　　　　　
　　　↓
　（目的地１）　　　○○公園　　　　　　　　　　
　　　↓
　（目的地２）　　　○○美術館　　　　　　　　　
　    ↓
　（目的地３）　　　○○亭（昼食）　　　　　　　
      ↓
　（目的地４）　　　○○博物館　　　　　　　　　
　    ↓
　（目的地５）　　　○○センター　　　　　　　　
↓ 
　（帰着地）　　　　○○公民館　　　　　　　　　



３．  バスの台数　　　大型バス1台　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（注）補助金の交付対象となる事業は以下のとおりです。
（1）参加者の教養を高め、知識を深める事業
（2）参加者の健康保持を図り、生きがいを高める事業
（3）参加者の絆を深め、仲間意識を高揚する事業
　　ただし、温泉等での慰安若しくは遊興、営利又は政治的活動を目的とするものと市長が認めるものは、補助金の交付対象とはなりません。

記載例





記載例





・申請書　別紙１～４にも同じ事業名を記載してください





・申請書の「2．補助事業


名」と同じ事業名を記載





記載例





・別紙３　収入・支出の合計と一致





※バス借上料及びバスガイド料金のみを記入してください（消費税込み）。


高速道路通行料、宿泊費、飲食費、施設入場料等は対象外（下段「その他費用」）です。











・申請書の「2．補助事業


名」と同じ事業名を記載





記載例





・申請書の「2．補助事業


名」と同じ事業名を記載





記載例





・収入・支出の合計は一致


また、別紙１の事業費計


とも一致





記載例





・申請書の「2．補助事業


名」と同じ事業名を記載








